
主催 /札幌人形劇協議会　共催 /（公財）さっぽろ青少年女性活動協会(札幌市こどもの劇場やまびこ座・札幌市こども人形劇場こぐま座)、札幌市教育文化会館（札幌市芸術文化財団）
後援 /札幌市、札幌市教育委員会、札幌市 PTA 協議会、札幌市小学校長会、札幌市小学校教頭会、札幌市中学校長会、札幌市中学校教頭会、 
　　（公社 ) 札幌市子ども会育成連合会、北海道新聞社、朝日新聞北海道支社、毎日新聞北海道支社、読売新聞北海道支社、NHK札幌放送局、
　　HBC北海道放送、HTB北海道テレビ、STV札幌テレビ放送、UHB北海道文化放送、TVhテレビ北海道、さっぽろ村ラジオ、Air-G′エフエム北海道、
     ＦＭノースウェーブ、三角山放送局、NPO 法人北海道人形劇協会

◇観劇料 ▽前売1,200円　▽当日1,500円 　▽団体1,000円（10名様以上）▽教文ホールメイト1,000円
　　　　　 ▽ペア券2,200円（電話・メール予約のみ）　　※チケット取扱　やまびこ座・こぐま座 各窓口
◇会　場　札幌市こどもの劇場やまびこ座 （東区北27条東15丁目 /地下鉄東豊線元町駅下車2番出口）

※上演時間　1時間 10分
　第１部　人形劇上演
　　　　　　休憩
　第２部　ミニコンサート

　◇ご予約・お問合せ  札幌人形劇協議会 Tel 011-753-2858 メール zxb05236@nifty.com
http://www.do-ninkyou.or.jp/fuyunosaiten.html   【さっぽろ冬の祭典】 　    　で検索

演 出／廣瀬 智博
美 術／ひだのかな代（絵本作家）
音 楽／長崎亜希子　小野健悟
演 奏／小野健悟（サクソフォン ）
　　　長崎亜希子（アコーディオン）
　　　中居千里（パーカッション）

原 作
「一人ぼっちの狼と七ひきの子ヤギ」
小沢昭巳（作）／ハート出版刊より

2024年２月
  3日（土）   4日（日）
10日（土） 11日（日）
12日（祝）  
 ①11時 （３日を除く）
 ②14時 （12日を除く）

   【さっぽろ冬の祭典】 　    　で検索

お一人様
3歳以上



※開場は各回、開演の 30 分前を予定しています。
※ご来場の際は、マスクの着用等、感染症対策にご協力をお願いします。
※公演は自由席ですが、会場係が案内する場合があります。

札幌人形劇協議会 ℡ 011-753-2858お問合せ
ご 予 約

メール zxb05236@nifty.com

http://www.do-ninkyou.or.jp/fuyunosaiten.html【さっぽろ冬の祭典のページ】

～あらすじ～
 　“ 狼 ” というだけで、みんな逃げてしまう…それもそのはず。「赤ずきん」や「三匹の
こぶた」のお話しで、すっかり評判を落とした狼は、生まれてからずっとひとりぼっち
でした。そんな中、やって来た森には、幸せそうな“やぎ”の一家が住んでいました。最近、
森で狼を見かけたという噂が流れ、お父さんやぎもお母さんやぎも心配しています。
こやぎたちは、狼のことを知りません。お母さんが、こやぎたちに狼のことを教えます。
「狼はずるがしこいのよ」「お父さんみたいなやさしい声を出すわ」などなど・・・。
　こどもたちは、お母さんの言うことをよ～く聞いて、さあ、お留守番！
　そこへ狼がやってきて・・・こやぎたちの運命は！？

　～上演に向けて　～　　　　　　　
この作品は、2001 年の冬の祭典が初演で、「こどもの劇場やまびこ座」の初代館長を務

めた “ 加藤ひろし ” 氏の最期の仕事でした。以後、冬の祭典では二度（2006 年、2014 年）
上演され、今回、10 年ぶりの再演となります。
　当時より、出演者・スタッフたちにとっては、思い入れの深い作品でしたが、今回の

上演にあたり、新たな出演者・スタッフ等を迎え、2024 年版の「ひとりぼっちの狼と七ひ
きのこやぎ」を上演できることを嬉しく思います。　観劇を通して “ 素直な目で見ること
の大切さ ” を子どもたちに感じてもらえたら幸いです。 　　　　　　（演出　廣瀬智博）

中居千里
（パーカッション）

小野健悟
（サクソフォン）

長崎亜希子
（クラリネット、アコーディオン）

2024年2月
3日（土）・4日（日）

10日（土） ・11日（日）・12日（祝）
開演時間

①11時 （ ３日を除く）
 ② 14時 （12日を除く）

札幌市こどもの劇場やまびこ座
※東区北27条東15丁目

（地下鉄東豊線元町駅下車2番出口）

※上演時間　1時間10分（予定、休憩あり）

　人形劇の中で音楽を担当していただく、皆さんのミニコンサートです。
　3人による劇中曲を含め、サクソフォーン奏者の小野健悟さんの優しく、
時には強く、そして心を揺さぶる音色など、人形劇の後はコンサートを、
お楽しみ下さい。




